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論文内容の要旨
本論文は，最近顕在化してきた都市型CATVの需要に対し，通信方式としての拡張性・発展性と経済
性という相反する条件のもとで，最適な方式を可及的早期に実現することを目的として行ったv 光ファイ
パ伝送路を用いた映像分配方式に関する研究をまとめたものである。要旨は以下の通りである。
(1) まず，映像分配のための通信方式として，
-加入者線をアナログ光ファイバ伝送路からなるスター形，
・幹線を多重チャネ 1レイ云送路からなるトリー(枝状網)形とし，
・両者の聞に加入者から制御される周波数分割スイッチ形のチャネ 1レセレクタを有するノードを配した，
網形態の光映像分配方式が機能拡張性を確保できる上最も経済的である乙とを定量的評価iとより明
らかにした。
(2) 次K，乙の最適な基本構成ならびに前提となるサービス機能条件にもとづいて，光映像分配方式のユ
ーザ・網インタフェースおよび光加入者伝送方式に関する徹底的な経済化をねらった方式設計を行うと
ともに，フィー Jレドテストによって本方式の技術的な実現性を明らかにした。
(3) また， 1 TV方式の市外区間用として格段の経済化をねらって実現した
直接符号化/非同期サンプリング/一次元高次予測/複数量子化器のバッファメモリ量による制御/
可変長符号化
の各万式を採用した 3 2 Mb/s DPCM 符号方式について，そのフィーノレドテストの結果から， ITV
方式の市外区間用としてはもちろんの乙と，より厳しい伝送品質を要求する光映像分配万式の幹線伝送
方式への適用も可能なことを明らかにした。
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(4) 最後に，光映像分配方式による情報検索サービス機能の実現の可能性について理論的に明らかにし
C enter -to -End 型通信方式としての本方式の汎用性を実証した。
(5) ，以上の研究により，わが国における最初の本格的な光映像分配方式の実現を図ることができた。
論文の審査結果の要旨
近年，双方向性をもっ多チャネル・多機能サービスを特徴とする都市型CATVが注目されている。本
論文は，既開発の光技術による早期実現性と公衆網への普及を前提とする経済性を主眼として行なった，
広帯域通信網のための映像分配方式に関する研究結果をまとめたものである。
光映像分配方式には種々の形態が考えられる。著者は 最初に 要求された伝送品質を満足できる種々
の映像分配方式を想定し，経済性ならびに機能拡張性の観点からこれらを比較した結果，加入者線を光フ
ァイパ伝送路からなるスター形幹線を多重チャネ 1レイ云送路からなるトリー形とし 両者を加入者による
制御可能なスイッチノードを介して接続し構成する方式が最適である乙とを示している。
次i乙，最大選択可能映像チャネ 1レ数 (60ch) ，同時に分配される映像チャネル数 (2ch) など，方式
が満足すべき基本機能を設定し，乙れを実現するための加入者・網インターフェース設計ならびに光加入
者伝送方式の基本設計を行なっている。その際 多重化方式として 3 個の発光ダイオードを用いた 3 波長
光多重と電気的多重の組合せをとり，統計的設計法を用いた最適レベル配分を行なっている。さらに，乙
のような基本設計によって製作された装置を用いたフィー Jレドテストに成功し，光映像分配方式の実現性
の見通しを得ているo
続いて著者は，高品質伝送と経済性が同時に要求されるカラーテレビジョン信号の幹線伝送方式につい
て考察し，標準光ディジタル伝送方式にDPCM帯域圧縮符号化法を適用するのが最適であることを示し，
限界に近い経済化を目標として方式構成を進め，要求性能を満足する 32Mb /s DPCM方式の基本設
計を行なっている。さらに，フィー Jレドテストによってその有効性を確かめている。
最後に，乙の光映像分配方式の機能拡張性について論じ，文字・静止画像・データなどの多元情報検索
機能を付加する乙とが可能であるとの結論を得て 本方式の汎用性を明らかにしている。
乙れらの成果は，通信工学の発展に寄与する所が大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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